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１． 研究計画の概要 
本研究では看護基礎教育から医療施設場

面・在宅現場を視野に入れた継続教育まで、
一貫性のあるフィジカルアセスメント教育
システムの構築の開発を目指すものである。 
 研究（１）では、教育の現場と臨床の現場
の両者が求める看護基礎教育におけるフィ
ジカルアセスメント教育のミニマム・エッセ
ンシャルズを明らかにし、教育内容の検討を
目的とする。そのために研究（１）において
は、教育の現場で得られたフィジカルアセス
メント教育のミニマム・エッセンシャルズを
見直し、臨床の現場が看護基礎教育に求める
教育内容を明らかにするための質問紙を作
成し、臨床の現場が看護基礎教育に求めるミ
ニマム・エッセンシャルズのコンセンサスを
得る。臨床の現場でコンセンサスが得られた
看護基礎教育に求めるフィジカルアセスメ
ント教育のミニマム・エッセンシャルズを、
教育の現場に示し、コンセンサスが得られる
かを調査する。 
 研究（２）では、研究（１）の教育内容に
ついて集合教育と個別的教育との有機的連
携を図ることにより、学生を対象としたフィ
ジカルアセスメントの集合教育および個別
的教育の方法と評価についての標準化とそ
れらの相乗効果の可能性及び実効性につい
て明らかにする。そこで研究（２）において
は、フィジカルアセスメントの教授に関して、
集合教育で伝えられる範囲を越えた部分に
ついては個別的な教育的関わりを持つこと
が出来るようにシミュレータを活用したセ
ルフラーニングを行える教育環境ならびに
その運用についての整備を行い、学生個人の 
学習履歴と教育成果の蓄積から個別指導を 

 
コーチングできるようなマニュアル作成を
進め、どの段階でどのようなアウトカム評価
が有効であるかについて明確にする。 
 研究（３）では、研究（２）の成果を継続
教育に活用できるか、訪問看護師のための教
育プログラムを開発し、その有効性及び実効
性について検証していく。研究（３）におい
ては、訪問看護の現状に合わせた教育内容及
び教育方法を検討する必要があるため、まず、
現在訪問看護に従事している訪問看護師の
インタビューをもとに、訪問看護に必要なフ
ィジカルアセスメント能力を構成する要素
とフィジカルアセスメントに影響する因子
を明らかにする。インタビューの結果と文献
を基に、フィジカルアセスメント教育内容、
教育方法及び評価方法について検討し、教育
プログラムを作成し、訪問看護に従事してい
る訪問看護師を対象に作成した教育プログ
ラムを提供し、その教育プログラムの実現性
及び実効性について明らかにする。 
 本研究では「何を教育するか」「どのよう
な方法で評価するか」「その評価をどう活か
すか」というものを別個にすることなく一本
化したものとして進めるために、上記の３つ
研究のプロジェクトを連携させ、相互間の関
連性の有効性をも見出すことを目指す。それ
と並行して内外の文献を検討しリソースを
集めると同時に、より効果的なフィジカルア
セスメント教育の方略を検討し、パイロット
スタディの蓄積を行う。最終的には教育の現
場と臨床の現場の両者からコンセンサスを
得たミニマム・エッセンシャルズを盛り込ん
だフィジカルアセスメントの教育内容を明
らかにする。 

機関番号：13901 

研究種目：基盤研究(B)（一般） 

研究期間：2008～2012 

課題番号：20390540 

研究課題名（和文） プロフェッショナルキャリア形成を導くフィジカルアセスメント教育 

モデルの構築と評価 

研究課題名（英文） THE STUDY FOR ESTABLISHING AND EVALUATING ON EDUCATIONAL PROGRAM 

FOR PHYSICAL ASSESSMENT BY HEALTHCARE PROFESSIONALS. 

研究代表者 

山内 豊明（YAMAUCHI TOYOAKI） 

  名古屋大学・医学部・教授 

研究者番号：20301830 

 



２．研究の進捗状況 
 研究（１）では、臨床の現場でコンセンサ
スが得られた看護基礎教育に求めるフィジ
カルアセスメント教育のミニマム・エッセン
シャルズを教育の現場に示しコンセンサス
が得られるかについて調査し、その実効性に
ついてさらに検証したものを、実際の教育現
場での運用を開始した。基礎教育ならびに継
続教育の現場でのエッセンスとして有効性
が認められつつある。 
 研究（２）では、フィジカルアセスメント
の教授に関して、集合教育で伝えられる範囲
を越えた部分については個別的な教育的関
わりを持つことが出来るようにシミュレー
タを活用したセルフラーニングを行える教
育環境ならびにその運用についての整備を
行ったことにより、実際のセルフラーニング
が動き始めた。個人の学習履歴と教育成果の
蓄積から個別指導をコーチングできるよう
に学習者各自の学習履歴を集積するための
機器の整備も含めた、シミュレータ等の総合
的有機的な運用システムの構築をならびに
各種のデータ蓄積を行うことが可能なよう
に環境整備を進めつつある。 
 研究（３）では、教育介入方法の検討とそ
の検証のために、現在訪問看護に従事してい
る訪問看護師のインタビューをもとに、訪問
看護に必要なフィジカルアセスメント能力
を構成する要素とフィジカルアセスメント
に影響する因子を整理し訪問看護の現状に
合わせた教育内容及び教育方法を踏まえた
教育プログラムを作成し、訪問看護に従事し
ている訪問看護師を対象に提供することに
より、教育プログラムの実現性及び実効性に
ついて明らかにした。その結果、適切な教育
支援的介入が有効であることが明らかとな
った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
研究（１）で教育項目のエッセンシャルミ

ニマムが得られ、研究（２）でセルフラーニ
ング環境整備の要点が確認でき、研究（３）
で実践現場での学習方略が明らかにできた。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 研究（１）では、実際の教育現場での運用
を開始し基礎教育ならびに継続教育の現場
でのエッセンスとして有効性が認められつ
つあるので、更にこれを一般化できるように
研究フィールドを広げていきたい。 
 研究（２）では、今後は実際の学習者デー
タの蓄積並びのその分析を進めていきたい。 
 研究（３）では、今後はこの成果をより実
際的な運用ができるような学修支援プログ
ラムへと進化させていきたい。 
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